
■松前町ホームページアドレス　http://www.town.masaki.ehime.jp/　■携帯電話　http://www.town.masaki.ehime.jp/i/

行
会
ってこーわい

　　ってこーわい

〶
 791-3192
愛
媛
県
伊
予
郡
松
前
町
大
字
筒
井
631

☎
 089-985-2111 （

代
）

発
　
行
／
松
前
町

編
　
集
／
広
報
編
集
委
員
会

発
行
日
／
平
成
30年

3月
1日

ま
さ
き

    ❖
    2018-3

広
報

「阪井菜月 さん」
全国高校生パンコンテスト
初出場で最優秀賞に輝く

No. 114

１

２

３
１  賞状を手にほほ笑む阪
井さん　２  最優秀賞の
「中山栗の花もちぱん」　
３  丁寧に生地を整える

　伊予農業高等学校3年生の阪井菜月さん＝南黒
田＝。食品化学科に在籍する阪井さんは、1月20、
21の両日に静岡県伊豆の国市で開催された「第12
回全国高校生パンコンテスト」に出場し、最優秀
賞である「パン祖のパン祭大賞」に輝きました。
　応募総数510件の頂点に立ったのは、「中山栗
の花もちぱん」。伊予市中山町の中山栗をあんこ
にたっぷり混ぜ、求

ぎゅうひ

肥と一緒によもぎを練り込ん
だパン生地で包んだ作品です。
　「パン好きの祖父母が作る中山栗を使い中山町
をPRできればと思ってー」と考案のきっかけを話
す阪井さん。夏休みから試行錯誤を重ね、中山栗
の魅力を、栗の色がきれいに映えるよう、花をイ
メージした形のパンにすることで表現しました。
　パンのイメージができてからも、苦労の連続でし
た。「パン作りに挑戦したのは初めてでした」と話す
阪井さん。本番で40個作る段取りを整えようと、「技
術を補うために何度も試作を重ねました」と話すよ
うに努力を重ねた結果、最優秀賞を受賞しました。
　高校卒業後、栄養士を目指すため栄養学を専攻
する短大への進学を決めている阪井さん。「パン
作りで学んだ段取りの重要性を忘れずに、郷土料
理を継承していけるような献立を考えたい」と話
し、将来への一歩を歩み始めています。
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　今まで河川散布の余剰分を配布し
てきましたが、河川の水質が改善さ
れ EM培養を終了することとなった
ため、窓口配布も終了します。

問町民課生活環境係    ☎ 985-4117

3 月 30 日で
EM活性液窓口配布終了
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